












　元文３（1738）年、長崎祐伯と改名し新町の金具屋借家にて開業し

た。認められ寛保２（1742）に外科御免屋敷を給わってから昭和２

（1927）年当主の死亡までの約２００年の長きにわたって新町の地で代々

開業してこられた外科の名門医の屋敷があわや消えようとした。重ね

て、全面ではないが保存されることを、みなさまとともに喜びたい。　先

に紹介した古文書の出現によって、今まで墓石の銘文と断片的な資料

でしが判らなかった多くのこと知られるようになった。

　江戸時代から綿 と々続いた医家の由緒ある建物であることが判明したことにより、この事実を裏付け

る医家として重要かつ特徴的な間取りが遺存することに、改めて気づいた。近世の医者の多くは漢方

医学であったから、今のように診察室や処置（手術）室のような医療専科の間取りではなかった。

　ただし、漢方医宅の特徴は、漢方薬を調配合する「調合之間」の存在であった。漢方薬を飲まれた

方、とくに生薬を自宅で煎じて飲まれた方ならよくご存じであると思うが特徴のある臭気。お客様をとお

す奥の間や、家族団らんの居間の横に、そのような部屋があっては生活が重苦しい。今日でも医者は

市民層にあってハイクラスである。　加えて、薬の調配合は一子相伝ではないのにせよ、秘伝中の秘

伝であったことから、通りを歩く人様にも見えたり、日の射す店先に近い部屋に設ける訳にもいかな

かった。広い土地のない町屋の医家ではその解決策として、屋根裏利用が考えられた。通気に工夫を

凝ら　※市内で他に地銭を納めた場所は、猪目、十六島本郷、小津等がある。
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